閉会挨拶

國谷　実　独立行政法人科学技術振興機構理事
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　科学技術振興機構の理事の國谷でございます。本日は日中Ｒ＆Ｄ連携シンポジウムに最後までご参加いただきありがとうございました。

　特に中国からは中国科学技術協会、それから中国科学技術部、国家自然科学基金委員会、科学院、清華大学、ハイアール集団と、中国の科学技術政策上、極めて重要な組織や機関の方々にご参加いただきまして、厚く感謝申し上げます。

　また、日本では政務多忙の折から文科省からは原田政務官においでいただき、ご挨拶をいただきました。また、有馬委員長には最後までご参加いただいて議論を聞いていただきましてありがとうございます。そのほか、文部科学省関係機関の方々も最後までお話を聞いていただき、ありがたく思っております。

　特にこのシンポジウム開催に当たりましては日中経協、それから政策研究大学院大学GRIPSのご後援をいただきまして、このようなすばらしい会場を確保していただきましたことを厚くご礼申し上げます。

　この会議の主催であります中国総合研究センターはＪＳＴ、科学技術振興機構の内部組織でございますが、昨年の４月に発足いたしました。多分、科学技術関係で国、ないしは国に準ずるような組織で「中国」という名前を冠した組織はほとんどないのではないかと思います。その意味では非常にユニークですし、ＪＳＴにおける中国科学技術政策の重要さを物語っていると思っております。

　本日の全体の構成は馬場センター長にすべてお任せして準備していただきまして、非常にすばらしい講演者の方々、それからシンポジウムではパネラーの方々のお話も聞くことができました。長尾先生、それから中国国家自然科学基金委員会沈副主任からそれぞれ日本と中国の立場から現在の日中関係、またそれらがどのように深化し、特に基礎研究などといかに複雑に絡み合いながらグローバル化しているか、その上でのご提案などもいただきまして、我々も新しい状況認識ができたと思っております。

　それから、今終わりましたパネルディスカッションにつきましても切り口が非常に多端にわたっており、いろいろ発展性のある話をたくさん伺えて、実はまだまだお話の続きをお聞きしたいところ、それから質問ももう少し出したかったという気がするのですが、お時間がまいりましたもので、ここら辺で締めさせていただきます。

　私も第１回のこの総合研究センターの共同シンポジウムに出させていただきまして、そのときはどちらかというと中国の変貌のすごさというのに非常にびっくりして、まずはびっくりしたというところで終わりました。今日伺っていますと、そういった認識を踏まえて、さらに新しい協力の形態などが打ち出されてきて、今回、馬場センター長が提案されたキーワードが深化、深まりだと思うのですが、それが第２回のこの会議ではよく出てきたのではないかと思います。その意味では次の機会はぜひ、それらを踏まえて、より成果が見えるかたちでの議論ができたら非常にうれしいと思っております。

　いずれにいたしましても我々の事業はまだ始まったばっかりではございますが、これを契機に日中両国の科学技術における関係がますます深まり、かつ、皆様方からのセンターの事業に対するご協力を一層いただければと思っております。

　簡単ではございますが、これをもって閉会のご挨拶とさせていただきます。どうもありがとうございました。

　

